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第 3回 総合計画審議会 会議録 

召 集 年 月 日 平成 27年 11月 17日（火） 

召 集 の 場 所 白馬村役場 2階 201・202会議室 

開閉会の日時 
開会 午後 2時 00分 

閉会 午後 3時 45分 

出 席 者 数 ２１名出席 

出

席

者 

区分 役職名 氏 名 出席 

教育委員会委員 白馬村教育委員会委員（会長） 伊藤 公一 ○ 

公共的団体の役職員 白馬村体育協会会長（副会長） 山岸 忠 ○ 

教育委員会委員 白馬村教育委員会委員 塩島 弘之 ○ 

農業委員会委員 白馬村農業委員会会長 松沢 正猛 ○ 

公共的団体の役職員 白馬村民生児童委員 矢口 緑 ○ 

公共的団体の役職員 白馬商工会長 杉山 茂実 ○ 

公共的団体の役職員 区長会会長 山岸 弘明 ○ 

公共的団体の役職員 白馬村消防団団長 横山 義彦 ○ 

学識経験者 まちづくり白馬友の会会長 松澤 悳也 ○ 

学識経験者 神城婦人会会長 田中 みつる  

学識経験者 北城婦人会会長 眞島 宣子  

学識経験者 白馬村スキークラブ会長 太谷 陽一 ○ 

学識経験者 白馬村シニアクラブ会長 吉澤 豪俊  

学識経験者 大北農協白馬支所長 内川 武文  

学識経験者 白馬村索道事業者協議会会長 駒谷 嘉宏 ○ 

学識経験者 白馬村観光局長 北村 興二  

学識経験者 白馬村ボランティア連絡協議会会長 太田 洋子 ○ 

学識経験者 特別養護老人ホーム白嶺所長 南沢 裕子 ○ 

学識経験者 白馬村金融団幹事長野銀行白馬支店長 宮島 賢次 ○ 

学識経験者 白馬村建設業組合長 塩島 正  

学識経験者 観光地経営計画委員 ケビン モラード ○ 

一般公募 公募委員 宮脇 哲也 ○ 
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一般公募 公募委員 藤田 直子 ○ 

一般公募 公募委員 冨山 正明 ○ 

一般公募 公募委員 髙田 愛史 ○ 

事務局 白馬村役場総務課 課長補佐 松澤 孝行 ○ 

事務局 白馬村役場総務課 企画係長 太田 俊祉 ○ 

 

 

1．開 会 

 【副会長】 

第３回総合計画審議会の開会を宣言した。 

 

 

2．あいさつ 

【会長】 

前回の審議会をふまえ、事務局から基本施策と基本目標の案を示す形で審議を行っていきたい。 

また、本日は総合戦略のみについて審議を行うようお願いをしたい。 

 

 

3. 協議事項  

（1）白馬村人口ビジョン及び白馬村総合戦略素案について 

 【会長】 

事務局に説明を求めた。 

 【事務局】 

白馬村人口ビジョンについて素案を参照しながら説明をした。 

【会長】 

事務局の説明に対して審議と決定をお願いしたい。 

【委員】 

資料の内容について修正点が述べられた。 

 

【事務局】 

白馬村総合戦略について素案を参照しながら説明し、素案の第２総合戦略１の(5)計画期間の目標人口を

５年後に９千人に定めたいと述べた。 

【会長】 

事務局からの案について審議をお願いします。 

【委員】 

賛成多数により決定した。 

【事務局】 
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素案の第２総合戦略の３基本目標について説明をした。 

【会長】 

素案の第２総合戦略の３基本目標について意見をきいた。 

【委員】 

賛成多数により決定した。目標数値については、あらためて見直すことにした。 

【会長】 

素案の第２総合戦略の４施策の展開について事務局に説明を求めた。 

【事務局】 

素案の第２総合戦略の４施策の展開について説明をした。 

【会長】 

事務局の説明について意見をきいた。 

【委員】 

・白馬産農産物を広く推進していくために、人が集まりやすい駅前で空店舗を利用し、人の流れをつく

りたい。(駅前開発) 

・若年者の雇用が少なく、観光客から雨が降ると観光するところがないという意見があるので、白馬産

農産物を利用した観光農園を作ってはどうか。 

・道の駅が非常に利用しにくいので、地産地消を活かせる施設にしたい。 

・総合戦略の基本目標のなかに、現在進行中の施策があるが、そこで議論されている内容か最終的に総

合戦略に活きてこなければ意味がないものになってしまうのではないか。 

・総合戦略を実行するためには、行政と住民が一丸となって取り組まなければ実現は難しいと思う。 

細かい内容については、総合計画の内容を決定する際に審議する。 

 

【事務局】 

本日の審議会で出された意見は事務局でまとめ、新たに案を構想し、審議していただきたい。 

次回の審議会の予定について説明をした。 

4．閉 会 

 【山岸忠副会長】 

閉会を宣言した。 

 


